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「
校
友
会
ワ
イ
ン
大
学
」

が
１１
月
２０
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
日
髙
理
事
長
・
学

長
、
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
ら

を
は
じ
め
、
校
友
、
育
友
、
在

学
生
、
教
職
員
ら
約
１
２

０
人
が
出
席
し
て
開
講
さ

れ
た
∥
写
真
。

４
回
目
と
な
る
今
回
は

「
食
と
ワ
イ
ン

和
食
と

ワ
イ
ン
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
江

畑
進
一
氏
（
㈲
シ
ン
・
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
代
表
取
締

役
、
東
京
栄
養
食
糧
専
門

学
校
講
師
）
が
講
演
。
ワ

イ
ン
の
常
識
や
飲
む
と
き

の
マ
ナ
ー
、
和
食
と
の
合
わ

せ
方
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
５
種
類
の
ワ
イ

ン
を
味
わ
い
な
が
ら
、
知
識

を
深
め
た
。

専
修
大
学
教
育
学
会
（
会

長
∥
日
髙
義
博
理
事
長
・
学

長
）
の
第
５７
回
大
会
が
１１
月

２２
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
教
育
職
に
就

い
て
教
育
に
携
わ
る
卒
業

生
、
教
職
課
程
で
学
ぶ
在
学

生
ら
１
１
０
人
が
出
席
し
、

研
究
会
、
講
演
会
を
通
し
、

意
見
を
交
わ
し
た
。

初
め
に
都
立
新
宿
山
吹
高

校
副
校
長
の
加
瀬
き
よ
子
さ

ん
（
昭
６２
商
）
の
司
会
で
、

「
連
携
・
交
流
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
研
究
会
を
開
会
。
葛

飾
区
立
東
水
元
小
学
校
の
長

田
進
教
諭
（
平
１７
法
）
、
墨

田
区
立
文
花
中
学
校
夜
間
学

級
の
梅
野
浩
吉
教
諭
（
昭
５３

文
）
、
岩
手
県
立
久
慈
東
高

校
の
小
野
寺
昌
樹
教
諭
（
平

１２
法
）
、
専
大
附
属
高
校
の

皆
川
雅
樹
教
諭
（
平
１９
院
文

博
）
の
４
氏
が
各
校
の
連
携

交
流
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
∥
写
真
。

講
演
会
で
は
、
弁
護
士
の

宮
岡
孝
之
・
本
学
法
科
大
学

院
教
授
（
昭
５４
法
）
が
「
教

育
現
場
で
の
訴
訟
問
題
」
と

題
し
、
講
演
。
近
年
の
判
例

を
挙
げ
な
が
ら
、
紛
争
解
決

の
指
針
を
示
し
た
。

引
き
続
き
、
定
期
総
会
と

情
報
交
換
会
・
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
ぼ

く
を
深
め
た
。

１０
月
２４
日
、
専
修
大
学
緑

鳳
学
会
（
矢
邊
學
会
長
∥
国

士
舘
大
学
名
誉
教
授
）
の
第

１８
回
大
会
が
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
会
員
ら
４２
人
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。

宮
岡
孝
之
・
本
学
法
科
大

学
院
教
授
に
よ
る
「
法
科
大

学
院
教
育
と
民
法
（
債
権

法
）
改
正
」
を
含
む
、
３
つ

の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
出

席
者
た
ち
は
熱
心
に
聴
講
し

た
。
ま
た
、
引
き
続
き
開
か

れ
た
総
会
、
懇
親
会
で
は
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
研
究
発
表
の
発

表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
通

り
。
▽
宮
崎
翔
一
さ
ん
（
文

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
歴

史
学
専
攻
）
∥
近
代
日
本
の

「
開
化
」
と
習
俗
―
『
横
浜

毎
日
新
聞
』
に
み
る
居
留
地

内
外
の
公
的
な
場
で
の
裸
体

▽
稲
垣
悠
一
さ
ん
（
法
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
公
法
学

専
攻
）
∥
企
業
・
組
織
体
の

安
全
管
理
と
刑
事
責
任

１１
月
７
日
に
全
国
１
１
８

大
学
、
３
６
２
３
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
簿
記
の
イ
ン

カ
レ
と
も
言
わ
れ
る
「
２
０

０
９
年
秋
季
第
４４
回
大
会
・

全
国
大
学
対
抗
簿
記
大
会
」

で
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
会
計
士
講
座
に
学

ぶ
専
大
生
が
快
挙
を
成
し
遂

げ
た
。

個
人
１
級
の
部
で

金
子
和
弘
さ
ん
が
１

位
に
、
団
体
１
級
の

部
で
は
、
金
子
さ

ん
、
梅
田
宙
さ
ん
、

桜
井
博
一
さ
ん
（
い

ず
れ
も
商
２
）
が
組

ん
だ
「
計
修
会
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
／

Ａ
チ
ー
ム
」
が
１
位

と
な
っ
た
。
同
２
級

の
部
で
も
計
修
会
チ

ー
ム
が
１
位
か
ら
３
位
ま
で

独
占
し
た
。
金
子
さ
ん
に
は

個
人
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
ル

カ
・
パ
チ
ョ
ー
リ
賞
も
授
与

さ
れ
た
。

「
公
認
会
計
士
」
と
い
う

同
じ
目
標
を
抱
い
て
入
学
し

て
き
た
３
人
は
、
１
年
次
の

冬
か
ら
特
別
選
抜
コ
ー
ス
に

選
ば
れ
、
実
力
を
磨
い
て
き

た
が
、
６
月
の
大
会
で
は
団

体
５
位
に
甘
ん
じ
た
。
講
師

の
平
澤
哲
先
生
か
ら
「
秋
は

絶
対
１
位
を
目
指
せ
。
金
子

は
個
人
で
も
１
位
に
」
と
激

励
さ
れ
、
奮
起
し
た
。「
大
会

に
向
け
て
特
別
な
こ
と
を
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
普
段
ど

お
り
の
勉
強
を
心
掛
け
ま
し

た
」
と
金
子
さ
ん
は
語
る
。

簿
記
の
知
識
が
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
と
い
う
梅
田
さ
ん

は
、「
２
人
に
出
会
い
、分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
知
識
を
深
め

て
き
ま
し
た
」
。
講
座
と
並

行
し
て
、
学
内
の
勉
学
団
体

「
計
修
会
」に
も
所
属
。「
合

格
し
た
先
輩
か
ら
体
験
談
を

聞
い
た
り
、
教
わ
っ
た
り
で

き
る
の
が
あ
り
が
た
い
で

す
」と
桜
井
さ
ん
。

「
同
じ
志
を
も
っ
た
仲
間

・
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
か
ら
こ

そ
、頑
張
れ
る
」と
話
す
３
人

は
、
１２
月
中
旬
に
行
わ
れ
る

公
認
会
計
士
試
験
短
答
式
試

験
に
臨
む
。今
回
の
受
賞
は
、

励
み
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
１１
月
３
日
付
）

◇
瑞
宝
単
光
章

及
川

利
明
氏
（
お
い
か

わ
・
と
し
あ
き
∥
昭
３４
商
経
）

石村修法科大学院教授の法学部ゼミＯ

ＢＯＧ会「緑修会」の３０周年記念パーテ

ィーが１１月１４日、神田キャンパスで行わ

れ、現役生も含め約６０人が懇談した。

専
修
大
学
は
本
年
９
月
に
創

立
１
３
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
発
展
・
充
実
を
図
る

た
め
、
２
０
０
５
年
４
月
か
ら

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
創

立
１
３
０
年
記
念
事
業
資
金
募

金
」
の
募
集
期
間
は
、
２
０
１

０
年
３
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

本
学
の
教
育
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
募
金
局
☎
０３

（
３
２
６
５
）
３
１
５
７
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。「

こ
の
本
と
出
合
っ
て
よ

か
っ
た
」。そ
の
ひ
と
こ
と
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
精
神
は
「
人

を
幸
せ
に
す
る
こ
と
」。

こ
の
１
ペ
ー
ジ
が
ど
れ
く

ら
い
の
人
を
幸
せ
に
で
き
る

か
。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、

仕
事
に
取
り
組
む
。

ウ
ェ
ブ
の
台
頭
で
激
動
期

を
迎
え
た
活
字
文
化
。
出
版

界
も
例
外
で
は
な
い
。

数
年
前
に
手
掛
け
た
ム
ッ

ク「
ヤ
ミ
ー
さ
ん
の
３

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

は
１０
万
部
を
超
え
る
大
ヒ
ッ

ト
と
な
っ
た
。

１
畳
半
の
キ
ッ

チ
ン
か
ら
生
ま

れ
る
夕
食
の
メ

ニ
ュ
ー
を
綴
っ

た
ブ
ロ
グ
が
、

毎
日
数
千
回
も

の
ア
ク
セ
ス
を

得
て
い
る
と
こ

ろ
に
着
目
。
ブ

ロ
グ
が
プ
ロ
の

フ
ィ
ル
タ
ー
に

か
け
ら
れ
、
活

字
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
よ
り
深

化
し
た
情
報
に
な
っ
た
。

「
活
字
が
生
き
る
道
は
必

ず
あ
り
ま
す
」

専
大
時
代
、
自
ら
進
ん
で

茶
道
文
化
研
究
会
に
入
会
し

た
。「
動
機
は
う
ま
く
説
明
で

き
ま
せ
ん
。
以
前
か
ら
や
り

た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

日
本
文
化
に
関
心
が
あ
っ
た

わ
け
で
も
な
い
の
で
す
」。

「
君
は
筋
が
い
い
よ
」。
点

前
の
け
い
こ
で
先
輩
か
ら
褒

め
ら
れ
た
。
懇
親
会
の
会
計

に
推
さ
れ
た
時
は
「
冷
静
で

き
ち
ん
と
し
て
い
る
か
ら
」。

「
両
親
以
外
の
年
上
の
人

か
ら
君
の
い
い
と
こ
ろ
は
こ

こ
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
、
そ
れ

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
信

に
な
り
ま
し
た
」。

３
年
次
に
な
っ
て
、
韓
国

に
短
期
留
学
を
し
た
時
も
、

明
快
な
理
由
は
な
い
。
檀
国

大
生
の
心
か
ら
の
も
て
な
し

に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
と
り

わ
け
自
国
の
文
化
や
歴
史
を

話
す
姿
勢
に
感
動
。
「
自
分

の
国
を
き
ち
ん
と
と
ら
え
て

い
る
。
僕
に
は
で
き
な
い
。

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
」。

好
奇
心
を
持
つ
。
心
に
引

っ
か
か
っ
た
ら
行
動
を
起
こ

す
。
そ
れ
が
予
想
以
上
の
収

穫
と
な
る
。
学
生
時
代
の
発

見
は
そ
の
後
、
活
字
の
仕
事

を
す
る
上
で
の
大
切
な
視
点

に
な
っ
た
。

雫
井
脩
介
さ
ん
∥
右
欄
に

記
事
∥
は
同
級
生
。
同
じ
学

部
、
同
じ
広
田
康
生
ゼ
ミ
で

マ
ス
コ
ミ
志
望
も
同
じ
。
作

文
を
見
せ
合
い
、
互
い
に
面

接
官
に
な
っ
て
模
擬
面
接
を

し
た
。
夢
に
向
か
う
時
に
仲

間
が
い
た
。
「
そ
の
存
在
は

と
て
も
大
き
い
で
す
ね
」。

〈
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
懇

談
会
〉

▽
１
月
１５
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号

館
１５
階
「
報
恩
の
間
」

〈
下
関
支
部
新
年
会
〉

▽
１
月
１６
日
（
土
）
１９
時
開

会
▽
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町

「
春
帆
楼
」

川
尻
修
士
氏

☎
０
９
０
（
６
４
０
３
）
１

１
７
８

「
檜
原
和
子
油
絵
展
」

檜
原
さ
ん
（
昭
４１
法
）
が

個
展
「
～
風
の
旅
Ⅶ
～
モ
ス

ク
ワ
か
ら
…
」
を
開
催
す

る
。
▽
日
時

１
月

１１

（
月
）
～
１６
日
（
土
）
、
１１

～
１７
時
▽
場
所

東
京
都
中

央
区
銀
座
・
銀
栄
ビ
ル
２
階

「
地
球
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

日
本
で
死
因
の
第
２
位
、
１

０
０
万
人
の
患
者
が
い
る
と
い

わ
れ
る
心
臓
病
は
、
食
生
活
で

ケ
ア
で
き
る
―
―
。
外
科
医
、

臨
床
医
と
し
て
数
多
く
の
心
臓

病
患
者
の
治
療
に
当
た
っ
て
き

た
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
・
Ｂ
・
エ

セ
ル
ス
テ
ィ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
医

学
博
士
は
、ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ハ
イ

ジ
ー
ン
（
自
然
健
康
法
に
よ
る

究
極
の
健
康
栄
養
学
）
に
基
づ

い
た
独
自
の
治

療
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
た
。

手
術
を
一
切
用
い
ず
、
食
生

活
の
改
善
に
よ
っ
て
心
臓
病
を

完
全
に
撃
退
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
心
臓

病
の
根
本
原
因
に

ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
体
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
食

事
が
ど
の
よ
う
に
し
て
心
臓
病

を
引
き
起
こ
す
か
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。
理
論
だ

け
で
は
な
く
、
お
い
し
く
健
康

的
な
食
事
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
レ
シ

ピ
１
８
３
種
類
も
掲
載
。

訳
者
は
日
本
に
お
け
る
ナ
チ

ュ
ラ
ル
・
ハ
イ
ジ
ー
ン
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
数
々
の
著
作
が

あ
る
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
在
住
の

松
田
麻
美
子
さ
ん
（
昭
４６
文
）

∥
自
然
健
康
・
治
癒
学
博
士
。

（
角
川
書
店
・
２
１
０
０
円
）

ミ
ス
テ
リ
ー
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
雫
井
脩
介
さ
ん
（
平
３

文
）
の
最
新
作
。

大
学
生
の
佐
々
木
ま
し
ろ

は
、
１２
歳
の
時
、
何
者
か
に
拉

致
、監
禁
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
。

無
事
に
保
護
さ
れ
た
が
、
深
い

心
の
傷
を
負
い
、
催
眠
療
法
で

記
憶
を
封
じ
こ
め
て
い
る
。

そ
の
せ
い
か
、
ま
し
ろ
に
は

特
異
な
能
力
が
あ
る
。
防
御
本

能
が
極
端
に
強

く
、
周
囲
の
「
殺

気
」
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
し

ま
う
の
だ
。

ま
し
ろ
の
不
思
議
な
力
に
興

味
を
持
っ
た
タ
ウ
ン
誌
記
者

は
、
彼
女
の
過
去
を
調
べ
始
め

る
。
や
が
て
、
拉
致
・
監
禁
の

真
相
が
明
ら
か
に
な
る
と
き
、

新
た
に
恐
る
べ
き
事
件
が
…
。

ス
リ
リ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
だ

が
本
書
は
、
軽
快
な
青
春
サ
ス

ペ
ン
ス
の
趣
を
も
つ
。
明
る
く

さ
わ
や
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ま
し
ろ
と
彼
女
を
取
り
巻
く
周

り
の
人
物
像
も
魅
力
。

著
者
は
２
０
０
４
年
の
『
犯

人
に
告
ぐ
』
で
第
７
回
大
藪
春

彦
賞
を
受
賞
。
「
週
刊
文
春
ミ

ス
テ
リ
ー
ベ
ス
ト
テ
ン
」
第
１

位
に
も
輝
き
、
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ

ー
に
。
（
徳
間
書
店
・
１
６
８

０
円
）

和
食
と
ワ
イ
ン
の
コ
ラ
ボ

『
心
臓
病
は
食
生
活
で
治
す
』

「連携・交流」テーマに研究会

松
田

麻
美
子
（
昭
４６
文
）
・
訳

学生も参加

講師の江畑氏

４教諭が地域の取り組み紹介

第５７回専修大学教育学会

石村ゼミＯＢＯＧ会「緑修会」

３０周年記念パーティー開く

『
殺
気
！
』

雫
井

脩
介
（
平
３
文
）

「
創
立
１
３
０
年
記
念
事
業
資
金
」に
ご
協
力
を

総会であいさつす

る日髙義博会長

第
１８
回
専
修
大
学
緑
鳳
学
会

－学生時代の発見 本作りに生きる－

個
人
１
級
の
部
で
金
子
和
弘
さ
ん
（
商
２
）
が
１
位

▲ 発表する宮岡法科

大学院教授

団
体
１
級
の
部
で
も
計
修
会
が
１
位

主
婦
の
友
社
で
料
理
・
住
宅
・
イ
ン

テ
リ
ア
分
野
の
書
籍
出
版
を
担
当

「
法
科
大
学
院
教
育
と
民
法（
債
権
法
）改
正
」

宮
岡
教
授
が
研
究
発
表

あ
ま

の

た
か

し

天
野

隆
志
さ
ん

▲ 団体１位の賞状を手に左から

梅田さん、金子さん、桜井さん

（
平
３
文
）

博
士
後
期
の
宮
崎
、稲
垣
氏
も

簿 記 イ ン カ レ
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